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○鈴木先生
時々処方が分からなくなってしまうことがありま
す。やはり、頼りになるのは薬剤師の方です。自分
がちょっと困ったとき、セカンドオピニオンが欲し
いときなどに、よく薬剤師の方と連携しながら薬を
処方しています。監査という意味でも、処方に疑問
点があれば薬剤師の方から確認の電話があり、安全
な医療を提供するためには薬剤師の方は必要不可欠
だと思います。
○会場３　
ナースプラクティショナーとしての医療行為と医
師の医療行為の違いをもう少し教えてください。ど
のようなプライマリーケアが、ナースプラクティシ
ョナーの方が適しているのでしょうか？ 
○鈴木先生
例えば、まったく既往歴のない患者や、高血圧、
糖尿病の疑いがあるという形で来られた方には、ナ
ースプラクティショナーで十分対応できます。つま
り、既往歴があまりない疾患ですとか、慢性疾患の
コントロールですとか、あとは予防ですね。例えば、
ちょっと風邪をひいて受診された場合には、年齢や
性別、人種などから、どのような予防接種で、どの
ような検査を受けるべきなのかを考えます。そうい
う点ではナースプラクティショナーで十分というか、
ナースプラクティショナーの方が時間をかけられる
ので、優れていると思うこともあります。逆に、私
が絶対に医師に診てもらいたいと思う場合は、例え
ば、胸痛があって心筋梗塞が疑われるとか、既往歴
がたくさんある上それに加えて今回新しい症状が出
て来て受診したときです。とにかく考えられる疾患
が山のようにあります。また、急性期ですので、タ
イミングを逃してはいけない。そういう複雑になっ
てしまったケースというものは、やはり医師にお願
いしなくてはならないと思います。褥瘡に関しても
広範囲に壊死組織がある場合などは、やはり私がち
まちまベッドサイドでデブリードメントをするより
は、創傷管理専門の外科医に一任して、手術室でデ
ブリードメントしてもらった方が早いです。感染に
よる敗血症のリスクも減ります。
─ 13 ─
摂南大学看護学部新館竣工記念シンポジウムは５
月の爽やかな晴天のもと、アメリカでナースプラク
ティショナー（NP）として活躍するJerden 鈴木麻
希先生を講師として招き、「日本人ナースプラクテ
ィショナーの活躍と挑戦～日本の看護師へのメッセ
ージ～」をテーマに、医療従事者や一般の方、高校
生および看護学部１期生、教職員など多くの参加者
を得て開催された。
現在、少子高齢化、医療技術の高度化・複雑化な
ど医療をめぐる社会情勢の変化を背景に、日本にお
いてもチーム医療の充実における看護師の業務拡大
について、様々な議論がなされている。このような
状況のもと、摂南大学看護学部の開設を記念したシ
ンポジウムとして、我々看護職が他職種と連携をは
かりながら医療チームにおいて自律した存在として
役割を発揮し、拡大するうえで貴重な講演を拝聴す
る機会となった。
講演に先立ち今井光規学長からいただいたご挨拶
では、シンポジウムは複数のシンポジストを招待し
て行うものであるが、本日はお一人の演者しかいな
い、それはつまりこの場に参加されている皆様がシ
ンポジストであるとの言葉が添えられた。
講演では、鈴木先生がアメリカでNPとなるまで
の過程や現在のNPとしての活動の実際と日本の看
護職の将来像や看護職への期待を語っていただいた。
質疑応答では、参加者全員がシンポジストであると
いう共通認識のもと、NPとして創傷・オストミー・
失禁ケア看護師（WOCN）であることのメリット、
アメリカでのNPと薬剤師の連携・共働の実際、NP
の診療報酬、医師とNPの具体的な役割の違い、将
来アメリカで看護師をするために準備しておくこと、
アメリカでの男性看護師の割合や評価について等、
数多くの質問がされた。このように多岐にわたる質
問に対して、鈴木先生は丁寧に的確に対応され、予
定時間をオーバーしても、なお、質問の手が上がり、
有意義な意見交換がなされた。
今回の講演に際し、鈴木先生は決して優秀ではな
い学生時代を過ごした自分でも願いを叶えることが
できる願望実現の法則を伝え、記念すべき看護学部
１期生に夢を追う勇気を与えられたらとの思いから
講演を引き受けることを決めたそうである。講演を
聴き終えた学生の紅潮した表情からは、鈴木先生の
思いや熱意が十二分に伝わったと確信する。
現在、看護の分野でも国際化が謳われているが、
アメリカでは外国人の就労ビザの取得規制が厳しく、
実際に看護師として働くことは非常に困難だといわ
れている。しかし、鈴木先生のように海外で実際に
活躍する看護師を目の当たりにすることで、世界を
視野にした看護職者としての自己の可能性の広がり
を実感した学生も少なくなかったのではないだろう
か。さらに、鈴木先生が時間をかけて、アメリカで
WOCNおよびNPの資格を取得し、現在、上級実践
看護師として活躍しながらさらなる専門性を追求す
る姿勢に、学生、参加者とも感動とともに自己研鑽
に取り組む勇気をいただいた。
今回の講演では、チーム医療の推進において自律
した存在として役割を発揮するとともに、国際的視
野で看護を捉え、生涯にわたり自己研鑽する姿勢を
培うことのできる学生を養成したいという我々の目
指すところをうまく鈴木先生が講演に反映してくだ
さったと考える。成長した学生の４年後の姿をぜひ、
鈴木先生にご覧いただきたい。
最後に、鈴木先生をはじめシンポジウムにご参加、
ご協力くださった多くの皆様のおかげで盛会に終わ
りましたことに心から感謝申し上げます。
摂南大学看護学部
教授　山本裕子（座長)
〔シンポジウムを終えて〕

